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Ⅰ 教育の目的と設置学科 

 

１ 教育の目的 

 

近年、本県の農林業・農山村を取り巻く状況は、農林業従事者の高齢化、耕作放棄地や荒廃森林の

増加、経済のグローバル化など様々な課題を抱えています。農業においては、IoT や AI などを活用し

たスマート農業の振興や、農家の規模拡大や異業種参入による農業法人数の増加など新たな展開が見

られます。林業においては、森林資源が充実する中、これらを有効に活用しスマート林業を実現する

取り組みが始められています。こうした状況に的確に対応し、農林業を発展させていくためには、農

林業の成長産業化を進め、農山村の活性化を促進させることが必要となります。 

本大学校では、『生産者の所得の向上』（豊かさの実感）の実現に向けて、実践力と経営感覚を備え

た農林業の就業者や経営者の養成を主眼に、生産技術や経営管理に関する講義と実習、先進的な経営

を行う農業経営体や林業経営体などへの派遣実習を組み合わせた実践的な教育を行っています。さら

に、生産から流通・加工・販売まで、実際のビジネスに沿った知識や技術を習得させ、これからの山

梨県の農林業・農山村を支える人材の育成を図ります。 

 

２ 設置学科 

 

１）養成科（果樹学科・園芸学科） 

農業生産の基礎技術を校内農場（約 4.2 ha）において実践的に学ぶことを第一として、経営・

流通の講義、情報処理・簿記の演習を通して基礎的な経営管理技術の習得を進めます。また、先

進農家・農業生産法人や流通・販売の現場における研修を進めるとともに、2 年間の学習の総括

として、自ら農業生産上の課題を探り、これを解決するため、計画立案・実行・検討＝Plan・Do・

See（課題解決）の手法による卒業研究に取り組みます。これらの学習を通じて、農業の生産・経

営・販売・流通を支える人材を育成します。 

 

２）養成科（森林学科） 

林業に関する知識を段階的かつ体系的に学ぶほか、隣接する実習林や県の森林面積の半分を占

める県有林での実習により、植栽から伐採までの実践的な技術や高性能林業機械の操作技術、ICT

の活用など先進的な技術を習得します。また、原木市場や製材工場等での研修を通して木材生産

から流通・加工まで産業全体を幅広く学ぶとともに、林業経営体へのインターンシップにより実

際の林業を体験します。これらの学習を通じて、現場で即戦力となり、将来林業経営体の中核と

なる人材の育成を図ります。 

 

３）専攻科（落葉果樹学科） 

本県を代表するブドウ、モモを中心とした落葉果樹の高度な栽培技術の習得を果樹教場（山梨

県果樹試験場）において実践的に進めます。経営管理・マーケティング・販売促進についての基

礎理論を講義・演習により学ぶとともに、農業生産法人における実際的な生産技術・経営管理技

術の研修も進めます。2 年次には、学習の成果として将来に向けた自らのアグリビジネスプラン

を作成します。これらの学習を通じて、新たなアグリビジネスプランの展開を目指す経営や農業

法人の生産・流通の一翼を担うために必要な専門知識や経営手法を学びます。 
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Ⅱ 学生募集要項 

 

１ 募集人員 

科 修業年限 学科（専攻） 募集人員 

養成科 2 年 

果樹学科  

園芸学科 
（野菜専攻・花き専攻） 

 

森林学科 3 名 

専攻科 2 年 落葉果樹学科  

 

２ 出願資格 

   次のア又はイの要件を満たす者とする。 

ア 学校教育法に規定する高等学校又は中等教育学校（後期課程）を卒業した者（令和 8 年 3 月

卒業見込みの者を含む。） 

イ 文部科学大臣の定めるところによりこれに準ずる学力があると認められた者（学校教育法施

行規則第 183 条に該当する者） 

①通常の課程による 12 年の課程を修了した者（通常の課程以外の課程により、これに相当する

学校教育を修了した者を含む。） 

②外国において学校教育における 12 年の課程を修了した者 

③文部科学大臣が高等学校の課程に相当する課程を有するものと認定した在外教育施設の当該

課程を修了した者 

④文部科学大臣の指定した者 

⑤高等学校卒業程度認定試験規則（平成 17 年文部科学省令第 1 号）による高等学校卒業程度認

定試験に合格した者（同規則附則第 2 条の規定による廃止前の大学入学資格検定規程（昭和

26 年文部省令第 13 号）による大学入学資格検定に合格した者を含む。） 

⑥修業年限が 3 年の専修学校の高等課程を修了した者 

⑦その他大学校において高等学校を卒業した者に準ずる学力があると認めた者 

 

３ 出願書類 

  一般入学試験（追加募集）に出願する者は、次の書類等を提出する。 

※各様式はホームページに掲載 

入学願書 様式 1（受験票を含む）に必要事項を記入する。 

写真 2 枚 
出願 3 ヶ月以内撮影の無帽正面上半身、縦 4cm×横 3cm の大きさのもので、

入学願書及び受験票の指定欄に貼付する。（写真の裏面に氏名を記入する。） 

身上調書 様式 2 に必要事項を記入する。 

調査書（又は卒

業証明書・成績

証明書等） 

次の(i) (ii) (iii)

のいずれか 1 つ 

 

(i) 出身高等学校又は中等教育学校が発行する調査書（厳封したもの。） 

ただし、「１）出願資格 イ」に該当する者等で調査書が得られない場合には、

次の (ii) 又は (iii) を提出する。 

(ii) 最終学校の発行する卒業証明書及び成績証明書（厳封したもの。） 

(iii) 最終学校の発行する卒業証明書及び単位修得証明書（厳封したもの。） 
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受験票返信用 

封筒 

本校所定の受験票送付用ラベルに、受験者本人の郵便番号・住所・氏名を記

入する。長形 3 号封筒（受験者が用意）に受験票送付用ラベルを糊付けし、

460 円分の切手を貼付する。 

入学検定料 

POS レジで 2,200 円を納付し、様式３－１の指定欄に貼付する。 

※令和 8 年 1 月より入学検定料の納付方法が変更になりました。詳細は、本

校ホームページをご確認ください。 

 

４ 出願方法 

ア 願書受付期間 

   令和 8 年 2 月 25 日（水）～令和 8 年 3 月 11 日（水）必着 

イ 提出方法 

提出書類を角形 2 号封筒（出願者が用意）に入れ、封筒に「出願書類在中」と朱書し、簡易

書留郵便で郵送する。 

ウ 願書郵送先 

専門学校山梨県立農林大学校 富士川キャンパス 教務課 

〒400-0502 山梨県南巨摩郡富士川町最勝寺 2290-1 

 

５ 入学試験 

ア 試験日時  令和 8 年 3 月 17 日（火）午前 9 時～ 

イ 試験場所  山梨県立農林大学校 富士川キャンパス 

ウ 試験内容 

  

 

 

エ そ の 他  受験票及び受験上の注意は、令和 8 年 3 月 12 日（木）に簡易書留郵便にて発送

する。 

 

６ 合格発表 

   令和 8 年 3 月 18 日（水） 午後 4 時 

※合格発表は、学校ホームページに掲載するとともに、受験者に結果を郵送する。 

 

 

Ⅲ 入学手続きについて 

合格者宛に入学手続の詳細を送付するが、入学料及び諸経費の納入期限は次のとおりである。なお、

授業料については入学後の納入となる。（前期分 4 月、後期分 10 月） 

試験区分 納入期限（入学料及び諸経費） 

追加募集入学試験 令和 8 年 3 月 25 日（水） 

 

 

Ⅳ 試験結果の開示について 

山梨県個人情報の保護に関する法律施行条例（令和 4 年山梨県条例第 50 号）第 19 条に基づく簡易

な手続による保有個人情報の提供による。なお、簡易な手続による保有個人情報の提供は、本人に限

るものとし、法定代理人による申し出は認めない。 

内容 試験時間 摘要 

筆記試験 小論文 60 分 800 字 

口述試験 面接 15 分程度 個人面接 
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１ 開示内容 

   面接、小論文の評価の段階 

   ※面接、小論文の評価の段階は、A・B・C の 3 段階とする。 

 

２  開示期間 

令和 8 年 3 月 19 日（木）～令和 8 年 4 月 17 日（金） 

ただし、土曜日、日曜日、祝日は除く。 

 

３  開示時間 

午前 9 時から午前 11 時 30 分までおよび午後 1 時 30 分から午後 5 時まで。（電話で日時を予約

の上で来校すること。） 

 

４  開示場所 

山梨県立農林大学校 富士川キャンパス 教務課 

 

５  請求方法 

簡易提供の申出は、申出年月日および申出者の氏名を記載した書面の提出および受験票を提示し

て行う。なお、書面は学校ホームページに掲載する。 

 

 

Ⅴ 授業料等の経費について 

 

１ 入学料 5,650 円 

 

２ 授業料 年額 118,800 円（前期・後期で分割納入） 

 

３ 諸経費 1 年次 250,000 円、2 年次 200,000 円程度  

（教科書代、実習・研修等に要する経費、学生会費及び後援会費等の経費） 

 

 

Ⅵ 個人情報の取り扱いについて 

入学試験の実施に際して収集する個人情報は、入学試験のために必要な範囲でのみ利用する。 

 

 

Ⅶ 出願書類に係る留意事項 

・本校の所定の様式を使用し、入学願書等の記入は志願者の自筆とする。 

・黒のボールペンまたは黒インクを用いて記入する。 

 

１  入学願書（様式１－１） 

１）生年月日の欄は、元号を○で囲み、続けて年月日を記入する。 

２）現住所の欄は、都道府県から記入する。 

３）合格通知送付先の欄は、現住所と異なる送付先を希望する場合のみ記入する。 

４）電話番号の欄は、出願者本人の携帯電話番号を必ず記入する。 

５）写真は、指定欄に貼る。（裏面に氏名を記入する。） 
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２ 受験票（様式１－１） 

  １）入学願書と受験票は切り取らずに提出する。 

  ２）入学願書と同じ写真を貼る。（裏面に氏名を記入する。） 

 

３ 身上調書（様式２） 

１）学歴の欄は、中学校卒業から記入する。 

２）志望理由、本大学校卒業後の進路、自己ＰＲの欄については、具体的に記入する。 

 

４ 入学検定料（様式３－１） 

令和 8 年 1 月より入学検定料の納付方法が変更になりました。追加募集を受験され

る方は、本校のホームページをご確認ください。 

１）POS レジで入学検定料 2,200 円を納付する。 

２）「納付済証」を様式３－１に貼付する。 

 

◇POS レジでの納付方法 

手順① 山梨県立農林大学校のホームページから「専門学校山梨県立農林大学校_入学検定料_納付

連絡票」をダウンロードする。 

手順② POS レジ設置場所及び設置時間を（別紙 1）で確認する。 

      ＊設置場所により取扱時間が異なります。 

手順③ 納付連絡票のバーコードを POS レジで提示する。 

      ＊バーコードはスマートフォンによる提示も可能です。（画面の照度を明るくし、バーコ

ードを画面いっぱいに広げて提示してください） 

手順④ POS レジで入学検定料 2,200 円を納付する。 

     ＊現金、クレジットカード、電子マネー、コード決済が可能です。 

手順⑤ POS レジで「納付済証」を受け取る。 

＊現金で納付すると「納付済証」とレシート（領収書）が発行されます。キャッシュレス

で納付すると「納付済証」とレシート（利用明細書）が発行されます。 

      ＊領収書の発行が必要な場合は、必ず現金で納付してください。 

＊（様式３－１）に添付するのは「納付済証」です。 

＊「納付済証」は、いかなる理由でも再発行はできません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 専門学校山梨県立農林大学校 
https：//www.pref.yamanashi.jp/noudai/ 

 

 【長坂キャンパス】  【富士川キャンパス】  

 
◆養成科（果樹学科・園芸学科） 

◆専攻科（落葉果樹学科） 
 

◆養成科（森林学科） 

 
 

 

〒408-0021 

山梨県北杜市長坂町長坂上条 3251 

TEL 0551-32-2269（代表） 

FAX 0551-32-2034 

 

〒400-0502 

山梨県南巨摩郡富士川町最勝寺 2290-1 

TEL 0556-42-7080（代表） 

FAX：0556-22-8002 

 

     

 


